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群馬循環器疾患インターペンション研究会

　　　　　　　一ライブデモンストレーションー

小板橋紀通＊

　さる1999年11月13日，群馬県前橋市の群馬県立

循環器病センターにおいて，群馬循環器疾患イン

ターペンション研究会の主催する，第2回ライ

ブ・デモンストレーションが開催された．PTCA

を中心とした冠動脈カテーテルインターペンショ

ン治療のライブは全国各地で盛んに行われている

が，今回のライブは冠動脈インターペンションだ

けではなく，頻脈性不整脈に対する根治治療であ

るカテーテルアブレーションおよび心臓血管外科

による冠動脈バイパス手術をも，同時進行，多元

中継でデモンストレーションするという，前例の

ない企画であった．主に群馬および関東の医療従

事者を対象としたライブであったが，予想を越え

る約400名の盛大な会となった．ゲストとして東

邦大学附属大橋病院の山口徹教授，心臓血管研究

所の相澤忠範副院長他，日本の循環器治療の最前

線で活躍されている先生方を招くとともに，群馬

および栃木の循環器疾患治療の第一線で活躍され

ている先生方をゲスト・コメンテーターとして招

き，活発な討論が行われた．

　筆者は，主に血管撮影室あるいは手術室にいて，

手技の進行状況をみながらカメラの切り替え等を

指示する役割を与えられ，マイク付きのヘッド

フォンを被り，コントロールセンターとの仲介役

を務めた．3つのミニ・レクチャーも企画されて

おり，3つの現場はシナリオ通りに進むとは限ら

ず，時間配分が大変であった．

　ライブの流れとしては冠動脈インターペンショ

ンを中心として進行し，その合間にカテーテルア

ブレーションおよび冠動脈バイパス術を中継する

＊群馬県立循環器病センター循環器内科

かたちがとられた．時間が空くときを見計らって，

ミニ・レクチャーを入れてゆく．2つの血管撮影

室および手術室にそれぞれテレビカメラを設置

し，病院1階の外来待合室に設けられた主会場の

大スクリーンに治療現場が生で映し出された．血

管撮影室および手術室は，会場とマイクを通じて

会話ができるようになっており，会場のコメン

テーターと手術室のオペレーターとの間で，治療

法の選択や治療手技にゆいての活発な討論が行わ

れた．

　症例は冠動脈インターペンション7例，カテー

テルアブレーション2例，冠動脈バイパス術1例

である．冠動脈インターペンションは，7名の術

者がそれぞれ1症例ずつ治療を行い，会場のコメ

ンテーターと討論しながら，個’々の患者の治療上

の問題点や治療戦略を決めてゆく方式であった．

　カテーテルアブレーションは多電極で記録され

る心内電位を画面に映してゆくライブになった．

1縞目のWPW症候群の症例では1回のシリーズ

の焼灼でライブ中継中にデルタ波が消失し，アブ

レーションは成功した．「WPW症候群に対する

カテーテルアブレーション」と題するレクチャー

のあとであっただけに，非常に／demonstrableで

あった．

　冠動脈インターペンションのライブでは，血管

内エコー（lvus）が通過する症例はすべてrvus

の画像を画面に提：示して討論が行われた．病変通

過性，血管支持力に優れた第三世代のステントの

登場により，多くの症例でステントが植え込まれ

るが，どのステントをどのサイズで植え込むかに

ついては，各術者により若干異なっていた．また

石灰化の強い狭窄に対するロータブレーターも行
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われ，左前下行枝近位部の複雑病変がスムースに

拡張された．

　午前の部が終わりに近づいたころ，急性心筋梗

塞症例が救急車で搬送されてきた．この症例も同

意を得た上で，ライブとして中継し，急性心筋梗

塞に対する再灌流療法の実際についても呈示する

ことができた．

　冠動脈バイパス術は，心筋梗塞の既往があり，

三枝病変を有する61歳の男性に対して行われた．

できれば内胸動脈の吻合の様子を放映したかった

が，結局時間の関係で胃大網動脈および擁骨動脈

のバイパスをライブ中継した．動脈3本のオーソ

ドックスなバイパスであったが，来場者のなかに

は生の心臓手術を初めてみる方も多く，好評で

あった．会場の循環器内科の先生方と心臓血管外

科の先生方およびオペレーターとの積極的な討論

が行われた．

　午後の冠動脈インターペンション2例目は

DCA（Directional　Coro1iary　Atherectomy）であっ

た．近年DCAの有用性について再評価する動き

があるが，IVUSを使用して，慎重かつ十分にア

テローマを切除することで，PTCAでは得られな

い十分な内腔拡大が得られた．

　循環器疾患ライブデモンストレーションは現時

点での最新の治療法や技術を広く知って頂き，そ

れによる利益がより多くの患者さんで得られるこ

とを目的として行われている．幸い事故もなくラ

イブは終了したが，治療手技は常に一定のリスク

を伴うので，内在する問題点の理解もライブの重

要な目的である．たくさんの有意義な討論は，多

くの問題点の啓蒙にも役立つものであった．なお

今回のライブでは，約40名の群馬県内の救命救急

士を招待して行われた．近年，循環器疾患のプ

レ・ホスピタル・ケアの重要性が盛んに言われて

いることもあり，地域への啓蒙活動としても有意

義な試みであったことを付け加えたい．

Presented by Medical*Online


	0103
	0104



